
高
度
な
診
療
水
準
を
誇
る

低
侵
襲
内
視
鏡
治
療
セ
ン
タ
ー高度な内視鏡治療を可能にする

チーム医療による集学的治療アプローチ

　

内
視
鏡
は
文
字
通
り『
身
体
の
内

部
を
視
る
』医
療
機
器
で
、約
1
5
0

年
前
に
大
道
芸
人
の
呑
剣
師
が
硬
い
内

視
鏡
を
飲
み
、胃
の
内
部
を
観
察
し
た

こ
と
が
近
代
の
内
視
鏡
診
療
の
先
駆
け

で
す
。
そ
の
後
の
技
術
の
進
歩
に
よ
り

内
視
鏡
が
診
断
可
能
な
臓
器
は
よ
り

身
体
の
深
部
で
あ
る
大
腸
や
小
腸
、さ

ら
に
は
胆
膵
な
ど
に
広
が
り
、用
途
も

観
察
や
組
織
採
取
か
ら
ポ
リ
ー
プ
切

除
、さ
ら
に
は
臓
器
の
切
除
と
再
建
な

ど
外
科
手
術
に
匹
敵
す
る
よ
う
な
高

度
な
こ
と
ま
で
可
能
に
なって
い
ま
す
。

　

戦
後
、
当
時
の
国
民
病
で
あ
っ
た
胃

癌
の
克
服
の
た
め
に
内
視
鏡
医
、技
術

者
の
不
断
の
努
力
に
よ
っ
て
わ
が
国
で

は
内
視
鏡
診
療
の
水
準
が
飛
躍
的
に

進
歩
し
、こ
の
50
年
ほ
ど
日
本
の
内
視

鏡
は
世
界
を
リ
ー
ド
し
て
き
ま
し
た
。

消
化
管
癌
が
根
治
す
る
可
能
性
の
高

い
、壁
深
達
度
が
粘
膜
下
層
ま
で
に
と

ど
ま
る『
早
期
癌
』の
概
念
、リ
ア
ル
タ

イ
ム
に
病
理
診
断
に
迫
る
よ
う
な
診
断

を
可
能
に
し
た
拡
大
内
視
鏡
と
画
像

強
調
内
視
鏡
技
術（
特
殊
な
波
長
の

光
を
用
い
る
診
断
法
）、病
変
の
部
位
・

形
態
・
大
き
さ
に
か
か
わ
ら
ず
確
実
切

除
を
可
能
に
す
る
内
視
鏡
的
粘
膜
下

層
剥
離
術（
E
S
D
）は
い
ず
れ
も
日

本
に
お
い
て
提
唱
、
開
発
さ
れ
た
も
の

で
、わ
が
国
の
消
化
器
管
癌
の
治
療
成

績
は
き
わ
め
て
良
好
で
あ
り
、早
期
癌

に
つ
い
て
は
臓
器
を
温
存
す
る
こ
と
で

術
後
の
生
活
の
質
の
低
下
を
最
小
限
に

し
て
高
い
根
治
性
を
実
現
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
近
年
で
は
腫
瘍
の
発

見
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
人
工
知
能（
Ａ
Ｉ
）

も
開
発
、2
0
2
4
年
に
保
険
収
載

さ
れ
日
常
診
療
で
使
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
なって
い
ま
す
。

　

慶
應
義
塾
大
学
病
院
内
視
鏡
セ
ン

タ
ー
は
年
間
約
2
万
件
の
内
視
鏡
検

査
、6
0
0
件
を
超
え
る
内
視
鏡
的

粘
膜
下
層
剥
離
術（
E
S
D
）、
約

7
0
0
件
の
内
視
鏡
的
逆
行
性
胆

管
膵
管
造
影（
E
R 

C
P
）を
実
施

す
る
国
内
屈
指
の
ハ
イ
ボ
リ
ュ
ー
ム
セ
ン

タ
ー
で
す
。
慶
應
義
塾
大
学
病
院
の
特

徴
と
し
て
十
二
指
腸
腫
瘍
に
対
す
る
内

視
鏡
切
除
の
症
例
数
が
き
わ
め
て
多
い

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
前
述
の
よ
う

に
わ
が
国
で
発
展
し
た
内
視
鏡
治
療

で
す
が
、十
二
指
腸
の
内
視
鏡
治
療
は

技
術
的
に
き
わ
め
て
困
難
で
、術
中
術

後
の
ト
ラ
ブ
ル
が
多
い
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
慶
應
義
塾
大
学
病
院

内
視
鏡
セ
ン
タ
ー
で
は
精
密
な
内
視
鏡
切
除
、術
後
の
創
部
の
縫
合
閉
鎖

法
な
ど
の
先
進
的
な
取
り
組
み
に
よ
り
そ
の
治
療
成
績
は
劇
的
に
向
上

し
て
お
り
、全
国
各
地
か
ら
の
紹
介
症
例
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
高
度
な
内
視
鏡
診
療
を
発
揮
し
て
多
く
の
患
者
さ
ん
の
内
視
鏡

診
療
の『
最
後
の
砦
』と
し
て
の
役
割
を
担
って
い
ま
す
。

　

先
に
述
べ
た
よ
う
に
内
視
鏡
診
療
は

高
度
化
し
て
お
り
、多
職
種
、診
療
科・

グ
ル
ー
プ
の
連
携
が
不
可
欠
で
す
。
慶

應
義
塾
大
学
病
院
内
視
鏡
セ
ン
タ
ー
で

は
治
療
の
術
前
、
術
中
、
術
後
の
管
理

を
シ
ー
ム
レ
ス
に
行
え
る
体
制
を
整
え

て
い
ま
す
。

　

内
視
鏡
治
療
の
術
前
の
評
価
は

診
療
ク
ラ
ス
タ
ー「
消
化
器
セ
ン
タ
ー
」

（
P.6
）に
お
け
る
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
通

し
て
内
視
鏡
医
、外
科
医
、放
射
線
科

医
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
形
成
に
も
と
づ
き
患

者
さ
ん
に
適
し
た
治
療
法
を
決
定
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
難
易
度
の
高
い
治
療

や
リ
ス
ク
の
高
い
患
者
さ
ん
の
治
療
前

に
は
、
麻
酔
科
医
に
よ
る
リ
ス
ク
評
価

も
行
って
い
ま
す
。

　

内
視
鏡
治
療
術
中
は
看
護
ス
タ
ッフ

の
介
入
に
よ
り
患
者
さ
ん
の
状
態
を
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
し
て
い
ま
す
。
術
後
は
リ
カ

バ
リ
ー
ル
ー
ム
で
十
分
な
観
察
を
行
って

い
ま
す
。
内
視
鏡
機
器
の
保
守
点
検
、

治
療
時
の
介
助
に
は
内
視
鏡
技
師
が

携
わって
お
り
ま
す
。

　

内
視
鏡
切
除
後
の
偶
発
症
が
高
い

十
二
指
腸
E
S
D
で
は
内
視
鏡
治

療
グ
ル
ー
プ
の
治
療
の
直
後
に
胆
膵
グ

ル
ー
プ
に
よ
る
胆
管
膵
管
の
ド
レ
ナ
ー

ジ
術
を
実
施
し
て
お
り
、
ま
た
、
全
層

切
除
術
は
内
視
鏡
医
、
外
科
医
の
協

力
の
も
と
に
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
多
職
種
、
診
療
グ
ル
ー
プ
の

密
な
連
携
に
よ
り
高
度
な
内
視
鏡
診

療
を
可
能
に
し
て
お
り
ま
す
。

内視鏡センター 医師
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内視鏡を介した
消化器疾患チーム医療

内
視
鏡
と
手
術
の
効
果
的
な

併
用
に
よ
る
患
者
さ
ん
の

負
担
軽
減
を
め
ざ
し
て

消
化
器
が
ん
診
療
に
お
い
て
内
視
鏡
は

欠
か
せ
な
い
検
査
で
す
。
治
療
前
診
断
に

お
い
て
は
、
病
気
の
範
囲
や
手
術
の
術
式

選
択
の
重
要
な
指
標
と
な
り
ま
す
。
術
後

に
お
い
て
は
、
手
術
に
お
い
て
吻
合
や
閉
鎖

し
た
部
位
の
観
察
の
み
な
ら
ず
、
温
存
さ

れ
た
臓
器
に
お
け
る
異
時
性
多
発
が
ん
の

早
期
の
拾
い
上
げ
を
目
的
と
し
て
、
定
期

的
に
内
視
鏡
検
査
が
行
わ
れ
ま
す
。
さ
ら

に
、
手
術
術
式
に
お
い
て
も
、
昨
今
、
内

視
鏡
の
併
用
が
積
極
的
に
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
胃
や
十
二
指
腸
の
病
変
に
お
い
て
行
わ

れ
る
腹
腔
鏡
内
視
鏡
合
同
手
術
に
お
い
て

は
、
手
術
室
で
内
視
鏡
医
と
外
科
医
が
合

同
で
、
消
化
管
の
内
腔
と
腹
腔
内
か
ら
同

時
に
病
変
の
観
察
・
切
除
を
行
う
こ
と
で
、

切
除
範
囲
を
最
小
限
に
、
か
つ
安
全
に
治

療
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。
診

断
時
に
腸
閉
塞
を
き
た
し
て
い
る
大
腸
が

ん
に
対
し
て
は
、
手
術
を
安
全
に
行
う
た

め
に
手
術
前
に
ス
テ
ン
ト
を
留
置
し
腸
閉

塞
を
解
除
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
炎
症

性
腸
疾
患
の
患
者
さ
ん
で
は
、
手
術
中
に

全
小
腸
の
内
視
鏡
検
査
を
併
用
し
、
病
変

の
広
が
り
を
し
っ
か
り
と
確
認
し
、
切
離
範

囲
を
決
定
し
て
い
ま
す
。
胆
管
や
膵
臓
の

悪
性
腫
瘍
で
は
、
腫
瘍
に
よ
っ
て
胆
汁
や
膵

液
の
流
れ
が
阻
害
さ
れ
、
黄
疸
や
胆
管
炎
、

膵
炎
が
起
こ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

治
療
と
し
て
、
内
視
鏡
を
用
い
た
ド
レ
ナ
ー

ジ
や
ス
テ
ン
ト
の
挿
入
を
迅
速
に
行
う
こ
と

が
大
切
で
、こ
れ
に
よ
り
患
者
さ
ん
の
全
身

状
態
が
改
善
さ
れ
、
よ
り
安
全
に
手
術
を

行
う
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
、
外
科
手
術
と
内
視
鏡
診
断
・
治
療

は
密
接
に
か
か
わ
っ
て
お
り
、
外
科
チ
ー
ム

も
内
視
鏡
セ
ン
タ
ー
の
一
員
と
し
て
日
々
診

療
に
あ
た
っ
て
お
り
ま
す
。

消
化
器
内
科
診
療
に
お
い
て
今
や
内
視

鏡
学
は
診
断
・
治
療
・
研
究
の
あ
ら
ゆ
る
面

に
お
い
て
切
っ
て
も
切
り
離
せ
な
い
分
野
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
内
視
鏡
セ
ン
タ
ー
は
さ

ま
ざ
ま
な
領
域
の
内
視
鏡
診
療
を
統
括
す

る
セ
ン
タ
ー
で
あ
り
、
消
化
器
内
科
は
そ
の

中
で
も
特
に
腫
瘍
、
機
能
、
胆
膵
、
炎
症
分

野
に
お
い
て
連
携
を
と
り
診
療
に
あ
た
っ
て

い
ま
す
。
内
視
鏡
セ
ン
タ
ー
で
は
常
に
診
断

や
治
療
分
野
に
お
け
る
新
規
内
視
鏡
技
術

の
開
発
・
導
入
を
行
っ
て
お
り
、こ
れ
に
よ
り

最
難
関
と
さ
れ
る
十
二
指
腸
腫
瘍
に
対
す

る
内
視
鏡
的
粘
膜
下
層
剥
離
術
に
代
表
さ

れ
る
低
侵
襲
癌
治
療
に
積
極
的
に
取
り
組

み
、
世
界
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
治
療
成
績
を

収
め
て
お
り
ま
す
。こ
れ
ら
の
技
術
を
元
に
、

近
年
で
は
消
化
器
内
科
上
部
消
化
管
グ
ル
ー

プ
が
連
携
し
、
内
視
鏡
的
筋
層
切
開
術
に
よ

る
機
能
性
消
化
管
疾
患
に
対
す
る
内
視
鏡

治
療
や
、
粘
膜
下
腫
瘍
に
対
す
る
内
視
鏡

的
全
層
切
除
術
と
いっ
た
先
進
的
な
医
療
に

も
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
消
化
器
内
科

肝
胆
膵
グ
ル
ー
プ
は
、
こ
れ
ま
で
の
経
乳
頭

的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
留
ま
ら
ず
、
近
年
で
は
超

音
波
内
視
鏡
を
用
い
た
胃
胆
管
瘻
孔
形
成

術
に
代
表
さ
れ
る
高
度
な
技
術
を
要
す
る

胆
膵
領
域
の
ド
レ
ナ
ー
ジ
治
療
や
ス
テ
ン
ト

治
療
を
積
極
的
に
行
っ
て
お
り
ま
す
。
消
化

器
内
科
炎
症
性
腸
疾
患
グ
ル
ー
プ
も
内
視

鏡
セ
ン
タ
ー
と
共
に
、
消
化
管
の
炎
症
評
価

の
み
な
ら
ず
、
特
殊
光
観
察
を
併
用
す
る
こ

と
で
こ
れ
ま
で
に
な
い
再
燃
予
測
、
炎
症
性

発
癌
の
早
期
診
断
を
行
い
、
さ
ら
に
特
殊
技

術
を
要
す
る
小
腸
内
視
鏡
も
積
極
的
に
実

施
し
、ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
と
さ
れ
て
い
た
小

腸
疾
患
の
病
態
解
明
に
取
り
組
ん
で
お
り

ま
す
。
消
化
器
内
科
で
は
内
視
鏡
セ
ン
タ
ー

と
連
携
し
先
進
的
な
内
視
鏡
診
断
・
低
侵

襲
治
療
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
未
だ
治
療

法
が
確
立
し
な
い
消
化
器
疾
患
の
病
態
解

明
に
ワ
ン
チ
ー
ム
で
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
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リハビリテーションのエキスパート
“良く生きる”を支える療法士たち

複数の診療科・職種が連携して
チーム医療を提供する診療クラスター

パーキンソン病に対して神経内科、脳神経外科、精神・

神経科、リハビリテーション科などから多職種が参加し、

チーム医療で治療にあたる「パーキンソン病センター」

など、2024年10月現在、31の診療クラスターがさまざ

まな疾患に対してチーム医療を行っており、今後もさら

に増える予定です。

　当院を受診された方には必要に応じて複数の診療

科が結集し、さまざまな議論をしながら患者さんにとっ

て適切な診療を行います。患者さんから頼られる存在

を目指し、これからも安全で質の高い医療を提供し、医

学の発展に寄与できるよう努力してまいります。

　慶應義塾大学病院では、「各科の分立を防ぎ、基

礎医学と臨床医学の連携を緊密にし、学内は融合して

一家族の如く、全員挙（こぞ）って医学の研鑽に努める」

という、北里柴三郎初代病院長の精神のもと、開院当

初から診療科同士の垣根がない治療を行うことを信条

としております。より良い治療を患者さんに提供するこ

とを目的として、難治性疾患や稀少疾患、診療に高度

な技術を要する疾患に対する治療を行う「診療クラス

ター」を2016年度よりスタートさせました。従来の内科

や外科といった診療科の枠組みを超えて、複数の診療

科の専門家がメディカルスタッフとともに横断的・複合的

に連携して高度な医療を行っています。

　診療クラスターの1つである「臓器移植センター」で

は、泌尿器科で行う腎臓移植、外科で行う肝臓移植

や小腸移植を診療科横断的に行っています。そもそも

臓器移植にはさまざまな診療科がかかわる面があり、こ

のように診療科の垣根なくノウハウを共有し円滑な連携

を行うことは、より安全な臓器移植を行うことにもつなが

ると考えています。ほかにも、指定難病である潰瘍性大

腸炎やクローン病の治療を消化器内科・外科、小児外

科、小児科、産婦人科が連携して行う「IBDセンター」、

頭頚部がん術後の副神経麻痺といったリハビリテー

ションも行っています。

言語聴覚療法は、飲み込みやコミュニケーションの

障害を支援する分野です。摂食嚥下や高次脳機能

障害へのアプローチの他、がん関連では多様な疾患

の治療前後の介入に取り組んでおり、覚醒下手術や

消化器がん周術期に力を入れています。

私たち療法士は、我々の手を通して患者さんに寄り

添いながら、予防から慢性期までpatient journeyを

支え続けてまいります。

当院のリハビリテーション科は、理学療法士、作業

療法士、言語聴覚士の３つの異なる専門職が、それ

ぞれの特性を発揮しながら一つのチームとして活動し

ています。治療・発症後にリハビリテーションを提供す

るのはもちろんのこと、より良い状態で治療に臨んでい

ただくべく、予防的な介入も行っています。

理学療法とは、身体機能回復を運動療法を通じて

支援する分野です。超急性期から退院後まで、患者

さんに寄り添った丁寧なリハビリテーションの提供を心

掛けて取り組んでいます。多職種チームと連携し、科

学的根拠に基づいた治療を実践し、次世代を担う理

学療法士の育成にも尽力しています。

作業療法とは、主に心身機能回復を作業を通して

支援する分野です。日常生活動作練習を中心に、趣

味や仕事や家事等の日常生活関連動作練習も行って

います。手の外科術後や乳がん術後のリンパ浮腫、

診療クラスター

チーム医療

診療科部門
B
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診療科部門
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診療科部門
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診療クラスター一覧

IBD（ 炎症性腸疾患 ）センター メモリーセンター 周産期・小児医療センター

母斑症センター ブレストセンター リプロダクションセンター

痛み診療センター 睡眠センター 骨転移診療センター

消化器センター 頭蓋底センター アレルギーセンター

呼吸器センター 臓器移植センター 循環器センター

小児頭蓋顔面（ クラニオ ）センター 性分化疾患（DSD ）センター 糖尿病先制医療センター

脳卒中センター 遺伝性乳癌卵巣癌症候群（HBOC ）センター 側弯症診療センター

腸管機能リハビリテーションセンター 血管腫・血管奇形センター リンパ浮腫診療センター

パーキンソン病センター ロボット支援手術センター 大血管浸潤腫瘍治療センター

メンタルヘルス・リエゾンセンター 聴覚センター ニューロモデュレーションセンター

スポーツ&メディカルフィットネスセンター

詳しくはこちらから▶
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